
エンゲージメントを起点とした機会・リスク両面への対応強化

別紙8

エンゲージメント（お客さまのサステナビリティへの取り組み促進など、目的を持った建設的な対話）を通じ、
機会・リスク両面への対応を強化

責任ある投融資の観点でのエンゲージメント
お客さまのサステナビリティへの

取り組み推進に向けたエンゲージメント

約1,000社*1 約1,300社（うち気候変動対応約600社）*1
（中堅・中小企業のお客さま 約600社、大企業のお客さま 約700社）

 環境・社会リスクへの対応状況を確認

 移行リスクセクターのお客さまとは、気候変動対応リスクへの対
応について対話

 お客さまのサステナビリティに関する適切なリスク管理や戦略の
立案・実行等の支援*2に向けたディスカッション・提案

顧客セグメント特性・ニーズに応じた金融・非金融両面からソリューション開発・提供

中堅・中小企業のお客さま 大企業のお客さま

 行内資格保有者（約2,000名）によるSDGs推進サポートファイナ
ンス拡大（2021年度 約530件）

 お客さまのサステナビリティ経営推進支援に向けて、外部パート
ナーとの連携ネットワークを構築

 脱炭素に向けた移行戦略の具体化支援（次頁）

 産業知見、環境・技術知見等を活かしたコンサルティング支援
（2021年度 約500件）

 環境・社会課題を中心とした幅広なテーマでの非財務価値向上へ
の取り組み支援

 脱炭素に向けた移行戦略の具体化支援（次頁）

サステナブルファイナンス実績（速報）

2019年度～
2030年度

累計 25兆円
（うち 環境 12兆円）

2019年度～2021年度 累計 13.1兆円
（うち 環境 4.6兆円）

*1 2021年4月～2022年3月（速報値）
*2 金融・非金融両面からのソリューション提供による支援

長期目標 実績
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脱炭素に向けた移行戦略の具体化支援
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500億円超を視野に2050年カーボンニュートラルに資す
る技術開発、ビジネスモデル構築に対する出資枠設定
トランジション領域の産業知見や環境技術知見を活用
し、戦略的に出資。実装段階でも資金調達を支援

①トランジション領域における出資枠（22年4月）

大企業のサプライヤーである中堅・中小企業のサステ
ナビリティ推進を通じた、サプライチェーン全体の脱炭
素化をはじめとする環境・社会への取り組み推進を支
援（本邦初）

②サステナブルサプライチェーンファイナンス（22年5月）

グループ各社で連携してファイナンスアレンジ、スキー
ム構築等に関する助言、リスクマネーの供給によりお
客さまの具体的な脱炭素ソリューション（オフサイトコー
ポレートPPA)実行を支援

③脱炭素ソリューション×ファイナンス（22年5月）

 トランジション・リンク・ローン（21年9月、本邦初）
 トランジション・ボンド
 みずほサステナビリティ・リンク・ローンPRO/私募債PRO

（21年10月、22年2月）

④ニーズ多様化に対応したファイナンス商品の開発

IFCとの間で日系企業に対するボランタリーカーボンク
レジットの取得機会の提供を目的とする覚書を締結
脱炭素に向けた資金の流れを促すとともに、日系企業
の脱炭素目標実現に貢献

⑤クレジットによるオフセット支援（21年8月～）
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